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 平成２５年度第５回宇都宮市河内自治会議録 

 

１ 日 時  平成２５年１０月２５日（金） 午後１時３０分～午後３時３０分 

２ 場 所  河内地域自治センター 第１・２会議室 

３ 出席者 

【委 員】 

計１７名 

杉原弘修委員（会長），川上幸子委員（副会長），大谷津健敏委員，加藤幸雄委

員，君島京子委員，小森光晴委員，櫻井基一郎委員，関口啓子委員，多田出芳

子委員，永井寛委員，中村房夫委員，宗像茂委員，森由利子委員，山田ちい子

委員，山田祐子委員，我妻勝次委員，若林知委員 

【事務局】 

計８名 

地域まちづくり担当参事，河内地域自治センター所長，地域自治制度担当副参

事，地域経営課長，他４名 

４ 会議の公開･非公開   公開 

５ 傍聴者数        なし 

６ 会議経過 

（１）開会 

  ・本日の会議の出席者数は１７名，小野章委員，中澤敏美委員，船橋あけみ委員が欠席。

委員数の過半数に達しているので，会議が成立することを事務局から報告。 

（２）協議事項 

  ・地域まちづくりに関する施策の提案について 

目標の設定（グループ協議） 

発言者 発言内容 

会 長 前回の会議で審議いただいて確定した答申書を８月２８日に副会長と一緒に

市長へ提出した。新聞に取り上げられた記事の写しを配布した。 

本日は，「地域まちづくりに関する施策の提案」についてグループ協議を行う。

前回の会議で，テーマ「福祉，健康，安全・安心」の課題を協議した。まず，

課題について確定していく。課題について，事務局から説明をお願いする。 

事務局 資料１を説明 

委 員 

 

 福祉の課題３つのうち，１番目と２番目が似ている。１つにしたほうが良い

のではないか。 

会 長 福祉の課題で３つある中の２つが，重複しているので，１つにまとめてはど

うかという意見だが，いかがか。 

委 員 この課題は，このままで良いと思う。 

会 長 このままで，良いという意見だが，どうか。 

委 員 事務局からの説明のとおりで良い。 

会 長 それでは，この課題のままでいく。他に意見はあるか。 

委 員 （意見なし） 

会 長 続いて，本日のグループ協議の進め方について，事務局から説明をお願いす

る。 
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事務局 資料２，３を説明 

会 長 １０年後を目指して，どのようなまちづくりをしていくのか。１０年後は日

本がどのようになっているかは予測がつかない。７年後には，東京でオリンピ

ックが開催される。地域にどのような影響や波及効果があるかわからない。 

委員の意見の中には，交流の場を増やしたり，助け合い精神を持って住民が

互いに思いやったり，多様な機会を捉えて健康づくりの啓発を進めたり，防犯

に対する意識を高めていくなど，外国の方がこのまちに来た時に，参考にでき

る立派なまちづくりができるのではないか。 

オリンピックというまつりごとを機会に，世界に河内をどうアピールしてい

こうかという議論があっても良いのではないか。それらがより良い提案として，

目標設定に繋がっていくと思う。 

それでは，グループ協議をお願いする。 

 

 

 

会 長 目標の設定について，グループごとに５分程度で発表をお願いする。質疑応

答は，発表後まとめて行う。Ｃ・Ａ・Ｂの順で発表をお願いする。 

委 員 

 

 Ｃグループの発表をする。 

 福祉の目標設定は，「高齢者も子供も楽しく住みやすいまち」。 

高齢者も子供も一緒に楽しい住みやすいまちにすれば，非常に良いという考え

をまとめた。 

 健康の目標設定は，「健康で安全な食生活を営めるまち」。 

河内地域は野菜等の食材が豊富であることから，農薬をあまり使用しない安心

できるもので，食を活かしたまちにしていくことをまとめた。 

 安全・安心の目標設定は，「防災・防犯対策にすぐれたまち」。 

鬼怒川などのダムが集中豪雨等で雨水を呑み切れないなど，１０年後にどのよ

うになるか分からないが，いろいろな意見をまとめた。 

委 員  

 

Ａグループの発表をする。 

福祉の目標設定は，「高齢者が幸せを感じるまち」。 

交流の場を増やすということから，身近な所にたくさん居場所を作り，若い世

代との交流も欠かせない。運転をできない方も外出できるように地域内交通を

整備していく。お互いに助け合い精神を持つということなどをまとめた。 

健康の目標設定は，「健康寿命が伸びるまち」。 

スポーツを楽しく行うことができること。正しい食生活を送ること。健康診断

を受けることなどをまとめた。 

 安全・安心の目標設定は，「安心して住めるまち」。 

交通ルールを守って交通事故はゼロにし，防災意識と防犯意識を高めることを

まとめた。 

目標設定のグループ協議を実施 
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委 員 

 

Ｂグループの発表をする。 

 福祉の目標設定は，「住民が思いやる心で支える地域づくり」。 

自治会，公民館，包括支援センター等を上手に利用し，そのうえで住民が思い

やる心で支える地域づくりをしていくことをまとめた。 

 健康の目標設定は，「健康で生きがいのある人づくり」。 

自分から進んで健康になるという意識を持つ。医者や薬に頼り健康を保つので

はなくて，自ら健康の意識づくりをしていくことをまとめた。 

 安全・安心の目標設定は，「誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり」。 

河内は自然に恵まれているが，例えば，ふれあい通りに防犯カメラの設置をす

るなど，誰もが安全・安心に暮らせるまちづくりをしていくことをまとめた。 

会 長 それでは，３つのグループの発表について，意見はあるか。 

委 員 (意見なし) 

会 長 本日いただいた意見を副会長と整理して次回の会議で示す。 

次回の会議は，まず目標設定について全体協議を行う。次に実現方策につい

てグループ協議を行う。実現方策は具体的なものとなるので，次回までに考え

ていただきたい。 

 

（３）その他 

  ①次回の開催日程については，平成２５年１２月１３日（金）午後１時３０分から河内地 

域自治センターで開催し，詳細は後日連絡。 

  ②河内地域文化祭についてお知らせ 

（４）閉会     


